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（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

藍染の材料である藍を自社の畑で栽培
『お茶染め』で使用後の茶葉を堆肥と
して利用
自社内で生産から消費まで一連のサイ
クル管理を実現

自社の畑の藍で、たたき染め体験実施
お茶染を施設内で体験可能に

廃棄される茶葉を使用した『お茶染
め』継続

『ものづくりの街・泉ヶ谷』の提案と
実現
地域住民と協力、施設の特色を生かし
た地域貢献

周辺地域にアート作品設置
スタッフ全員で地域清掃実施

伝統工芸品をインテリアに活用した建
築設計

陶芸体験に使用した材料の再利用
端材を使用した木工体験
商品のリメイク（染め直し、修理）

陶芸で残った粘土はドレン器で再利用
端材を使用したキッズ向け木工企画実
施
染め直し体験の商品化

陶芸に使用した粘土をドレン器で再利
用継続
端材を使用した木工体験継続
染め直し・商品リメイク企画の継続

伝統工芸の技術を取り入れた新しい自
社ブランド商品の開発と観光産業への
貢献を実現

自社ブランド・オリジナル商品制作途
中

自社ブランドのオリジナル商品販売

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2022

ゴール 2021 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

伝統工芸を通じて、ものづくり文化と地域社会の発展に寄与する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

地域と連携し、伝統工芸と文化を『ものづくりのまち』として未来へ結んでいく活動。

目標に関連する取組内容

カルチャー教室の更なる普及
体験と歴史文化の教育を実施

カルチャー教室を２回実施 10種のカルチャー教室を年2回実施

駿府の工房 匠宿

https://takumishuku.jp

静岡市駿河区丸子3240-1

421-0103

50 人

１３．サービス業（他に分類されないもの）

５ 所　　在　　地

ホームページＵＲＬ

業　　　　　種

従業員（構成員）数

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

代表取締役

山梨 洋靖


